
その他、家庭菜園に関する相談は、JAの支店または営農経済センターまでご連絡ください。

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）

「栄養豊富な家庭の万能野菜！！」
～キャベツ～

今月の
テーマ

炭疽病の危険な季節が今年もやってきます
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ハツシモの栽培管理のポイント

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　小川 幹夫さん

西濃農林事務所農業普及課 ［係長］　小島 康平さん

　昨年、一昨年の夏は、非常に高温が続きましたが、今年も同様に非常に高
温の夏が予想されています。このような高温下では、イチゴにとって大敵であ
る炭疽病菌の生育に適した時期が長くなります。すなわち、発病による苗不
足や、本圃での発生による減収の危険があります。
　発生後の抑制は極度に難しいため、耕種的な防除を徹底し、発生自体を防
いでいく必要があります。
１．炭疽病とは？
　病原菌は、Glomerella　cingulata（グロメレラ・シングラータ）および
Colletotｒichum　acutatum（コレトトリクム・アクタートゥム）の２種類で、
イチゴのあらゆる部位に感染します。病徴としてはランナーの黒く窪む病斑
や、葉の黒色汚斑状の病斑が知られています。多湿下では鮭肉色の胞子の塊
も見られます。菌糸は、15～38℃の温度範囲で生育が可能で、生育適温は
28～30℃前後と、高温を好みます。このため夏期に発病が多く、この季節に
危険な病害です。
２．過去の発生状況
　月別の発生件数をみると6月から発生し、8月に最も発生が多くなります。
　雨よけなし、頭上かん水の育苗で発生が多くなります。茎葉が濡れると胞
子が一気に広がるためです。
３．防除
　週１回は予防的な薬剤防除がまず必要ですが、その前に育苗施設を雨よけ
にする、苗のかん水を底面給水（写真１）にするなど、植物体に水がかからな
い管理が有効です。（炭疽病菌は植物が濡れることで胞子が飛び散り、広が
ります）。とはいえコストがかかるので、比較的実施しやすいのは以下の取り
組みとなります。

①風通しを良くする
　炭疽病菌は高湿や濡れている状態を好みます。密植すると風通しが悪くな
り感染リスクが高まります。ゆったりとした間隔で子苗を管理しましょう。ス
ペースが十分にない場合は、お互いに葉が触れない程度に葉かきを行うだ
けでも効果があります。
②雑草の除去
　イチゴ炭疽病菌は、雑草に感染した場合、潜在的に感染したまま発病しな
いことがよくあります。雑草が生きている間は胞子をほとんど出しませんが、
雑草が枯れると大量の胞子を出します。このため雑草を除草剤で枯らすと胞
子を出して危険なので、直接刈り取る、防草シートの設置といった方法が適
切です。
③早期発見・早期除去
　苗の段階で早期に発見し、処分することは非常に重要です。ただし、判別
に迷った場合は（写真２）、周辺の株も含めて隔離し、しばらく観察を続けて
から処分するか判断してください。また本圃で発病のあった場所では、土壌
中に炭疽病菌が残存するため、収穫後の太陽熱消毒などで、菌を残さないよ
うにします。

　８月に入るとハツシモの穂肥時期となります。ハツシモの収量、
品質の向上に向け、穂肥の適期施用といもち病やカメムシ類、ウン
カ類の防除を徹底しましょう。

＜穂　肥＞
　ハツシモは８月に入ると幼穂形成期を迎えます。穂肥は籾数の確
保が目的ですが、下位節間が伸びる時期と重なるため、早い穂肥は
倒伏のリスクが高まります。施用時期は幼穂長で、施用量は葉色で
判断します。
【施用時期】：幼穂長が約５㍉（出穂18日前）の時
※６月10日田植えの場合、穂肥時期の目安は８月12日（出穂日：8月
30日）
【施用量】：水稲用葉色板で3.5程度⇒ＮＫ化成404（14-0-14）
20㌔/10㌃
※葉色が濃い場合は、葉色が落ちてから施用量を減らして施用しま
す。基肥一発肥料を使用している場合は、原則、穂肥の必要はあ
りません。水稲用葉色板は、JAにしみのが令和7年12月に配布
した「肥料農薬種子予約注文書」の裏表紙に掲載されています。

＜病害虫対策＞
　カメムシ類が籾を吸汁すると、不稔籾や斑点米となり、収量、品
質の低下に繋がります。
【雑草管理】：カメムシ類の住みかとなる畦畔や水田周辺部の雑草
は、出穂10日前までに除去します。
※地域ぐるみで実施すると効果的です。
【薬剤防除】：いもち病、カメムシ類､ウンカ類の防除を兼ねて出穂
10～15日前に粒剤散布を行います。
※カメムシ類の多発時は出穂７日後頃に粒剤の追加散布を行います。

水稲

イチゴ

　キャベツはサラダや炒め物、煮物などさまざまな料理に使える万能野菜です。
ビタミンやカリウム、カルシウムを豊富に含み、栄養価にも優れた野菜です。

じゃん !  2026.8じゃん !  2026.8 1415 141414151515

◯夏の育苗には、ある程度の経験が必要なため、ＪＡの直売所やホームセンターなどで苗を購入するのがおすすめです。
◯水はけの悪い畑では根腐れや病気の原因になるため、高畝にするなど排水対策を徹底しましょう。中晩性品種は耐寒性がある一方で
耐湿性は弱く、特に結球期以降は湿害を受けやすいため注意が必要です。

◯キャベツは、生育初期に虫に芯を食害されると結球できなくなるため、防虫ネットなど適切な防除をしましょう。
◯株間を広く取って外葉を大きく育てると大玉になり、狭くすると小玉になります。結球開始期までに充実した外葉を形成させることが
大切です。

【水稲に被害を与える主なカメムシ類】

追 肥 ・
土 寄 せ

畝幅60～70㌢、株間は、早生系で35～40㌢程度、中晩生系は外葉が大きくなるので40～45㌢、畝高10～20㌢の畝を立て
ます。（水はけの悪い畑では高畝にします）
マルチを敷く場合は、シルバーまたは銀線入りのフィルムを使用するとアブラムシ除けに効果があります。

栽植密度

植え付けの2週間前に苦土石灰100㌘/㎡と完熟たい肥１㌔/㎡をまき、深さ30㌢位までよく耕します。植え付けの1週間前に
は化成肥料（畑作名人）120㌘/㎡を施し全体によく混和しましょう。畑の準備

アブラナ科（ハクサイ・ブロッコリーなど）は連作をすると根こぶ病が発生しやすくなるため、連作は避けましょう。2年以上の輪
作を推奨します。連 作

3号ポット（直径9㌢）に種まき用培養土を入れ、5～6粒ずつ種をまきます。
発芽が揃ったら間引きし、3本程度にします。
本葉2～3枚で1本に間引きし、本葉5～6枚まで育苗します。また最近では、セルトレー（128穴）で種まき・育苗することも増えて
います。

種まき・
育 苗

定植後は、ハイマダラノメイガなどによる芯の食害、その後は結球期まで外葉がハスモンヨトウなど夜蛾の幼虫による食害を受け
やすくなりますので、防虫ネットなどで対策をしましょう。病害については、近年の高温傾向で、黒腐病（葉の縁にV字型の病斑が
できる）が増えてきています。また、大雨や台風の後は葉や茎が痛み、病害が発生しやすくなるため、予防として殺菌剤の散布を推
奨します。

病 害 虫

種まき 植え付け 収穫  ※同じ作型（早生・中晩生など）でも品種により収穫時期などが異なります。
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葉数が5～6枚の苗を植え付けます。植え付けの際に根鉢を崩さないよう注意し、高温期の植え付けとなるため、植え付け後の
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かん水は十分に行いましょう。

追肥（畑作名人40㌘/㎡）は中耕と土寄せを兼ねて、植え付けから30～40日後頃（本葉15～20枚頃）に行います。苗が小さい
うちは株の周囲に施し、大きくなってからは畝の肩に肥料をまき、土を削りながら株元へ土寄せします。

植え付け

球が十分に肥大し、手で押さえて、硬く締まっていれば収穫適期です。
早生品種は、収穫が遅れると裂球しやすいため、適期収穫を心がけましょう。収 穫

写真1　底面給水できるベンチ 写真2　炭疽病と他病害を識別しにくい
ランナーの症状

こくしょく お はん

くぼ

さけ にく

※紋枯病の発生が見られるときは、出穂２～３週間前に紋枯病用の粒剤散布を行います。

イネカメムシ ホソハリカメムシ ミナミアオカメムシ クモヘリカメムシ アカヒゲホソミドリ
カスミカメ

品種名
ハツシモ

移植期
６月上旬

出穂期
８月末

雑草管理
８月中旬

出穂前の防除
８月中旬

出穂後の追加防除
９月上旬

◎カメムシ類（ウンカ類）対策の目安




